
三　石　さ　ん 平成 28 年 12 月　（  ）　18　号

師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年
頭

の
正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
三
石
神
社
の
神
は
も
と
往ゆ
き

来け

の
神
・
雪ゆ
き

気け

の
神
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
社
の
創
始
由
緒
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
神
功
皇

后
摂
政
元
（
二
〇
一
）
年
二
月
、
凱
旋
で
皇
后
の
御
船
は
難
波
を
め
ざ
し
て
進
行
中
、
務
古
の
水
門
（
務
古
水
門
は
今
の
和
田
岬

よ
り
駒
ヶ
林
ま
で
の
湾
曲
し
た
海
浜
の
総
称
、
中
世
に
は
大
輪
田
の
泊
と
称
す
る
）
で
御
船
は
海
中
を
廻
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
和
田
岬
に
上
陸
し
て
三
つ
の
石
を
鼎
立
さ
せ
て
、
船
が
進
ま
な
い
こ
と
を
神
に
占
っ
た
と
こ
ろ
、
天
照
大
神
の

教
え
に
よ
り
広
田
の
神
た
ち
を
そ
の
地
に
祀
り
、
穏
や
か
に
御
船
は
進
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
占
い
の
地
に
神
を
祀
り
、
行
き
交
う

船
を
守
護
す
る
大
輪
田
泊
の
鎮
護
と
し
て
往
来
の
神
と
名
付
け
ら
れ
た
。
往
来
の
訓
が
ユ
キ
ケ
で
あ
る
の
で
、
後
に
雪
気
の
漢
字

を
あ
て
雪
気
の
神
と
称
し
た
。
こ
れ
が
当
社
の
創
始
で
あ
る
。
本
居
宣
長
も
『
古
事
記
伝
』
の
中
で
、「
言
の
同
じ
き
ま
ま
に
通

わ
し
て
、
字
に
は
拘
わ
ら
ず
書
け
る
は
古
の
常
な
り
」
と
書
い
て
い
る
。
時
代
は
下
り
、
清
和
天
皇
貞
観
元
（
八
五
九
）
年
三
月
、

当
社
雪
気
神
に
従
五
位
下
の
神
階
を
授
け
ら
れ
た
と
、『
日
本
三
代
実
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
に
は
、

神
功
皇
后
の
三
つ
の
石
を
建
て
占
っ
た
故
事
に
よ
っ
て
、
雪
気
の
神
を
三
石
大
神
と
改
め
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
表
題
の
「
延
喜
式
外
社
」
と
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、『
延
喜
式
』
編
纂
当
時
、
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
て

も
、
そ
の
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
神
社
で
、
六
国
史
（
古
代
日
本
の
律
令
国
家
が
編
纂
し
た
『
日
本
書
紀
』・

『
続し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

日
本
紀
』・『
日
本
後
記
』・『
続
日
本
後
記
』・『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』・『
日
本
三
代
実
録
』
の
正
史
を
い
う
）
に
記
載
さ
れ

て
い
る
神
社
を
い
い
、
国
史
現
在
社
、
国
史
所
載
社
、
国
史
見げ

在ざ
い

社
と
も
い
う
。「
六
国
史
」
記
載
の
神
社
の
な
か
に
は
『
延
喜

式
』
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
て
重
複
す
る
神
社
も
あ
る
。
し
か
し
式
内
社
に
は
記
載
な
く
「
六
国
史
」
に
の
み
記
載
が
あ
る
も

の
を
「
延
喜
式
外
社
」
と
い
う
の
が
習
わ
し
で
あ
る
。
式
外
社
の
有
名
な
も
の
に
石
清
水
八
幡
宮
（
京
都
府
八
幡
市
八
幡
髙
坊
鎮

1

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
二
十
七
年
十
一
月

平
成
二
十
七
年
十
一
月

七
五
三
詣
祈
祷
斎
行

十
一
月
中
、
七
五
三
詣
祈
祷
を
斎
行
し

た
。当

社
で
は
七
五
三
に
当
た
る
子
供
さ
ん

の
玉
串
奉
奠
や
、
拝
殿
内
で
の
記
念
写
真

撮
影
も
行
い
、
千
歳
飴
や
オ
モ
チ
ャ
・
風

船
・
お
み
や
げ
セ
ッ
ト
等
の
記
念
品
も
お

渡
し
し
て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
会
館
二

階
に
特
設
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、
記
念

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設
備
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
宮
参
り
に
も
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
ス
タ
ジ
オ
を
設
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

座
）、
大
原
野
神
社
（
京
都
府
京
都
市
西
京
区
大
原
野
春
日
町
鎮
座
）、
香
椎
宮
（
福
岡
県

福
岡
市
東
区
香
椎
鎮
座
）、
八
坂
神
社
（
京
都
府
京
都
市
東
山
区
祇
園
町
鎮
座
）、
北
野
天

満
宮
（
京
都
府
京
都
市
上
京
区
馬
喰
町
鎮
座
）
な
ど
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
延
喜
式
』
と
は
、
醍
醐
天
皇
延
喜
五
（
九
〇
五
）
年
、
天
皇
の
勅
を
奉
じ

た
藤
原
時
平
（
平
安
時
代
前
期
の
公
卿
、
摂
政
関
白
太
政
大
臣
）
ら
が
、
弘
仁
式
・
貞
観

式
の
二
式
を
集
大
成
し
て
新
し
い
式
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
が
、
時
平
の
死
去
に
よ
り
、
そ

れ
を
引
き
継
い
だ
藤
原
忠
平
（
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
、
時
平
の
弟
、
関
白
太
政
大
臣
）

ら
に
よ
っ
て
延
長
五
（
九
二
七
）
年
十
二
月
二
十
六
日
に
撰
進
さ
れ
た
式
を
い
う
。

そ
も
そ
も
神
祇
制
度
は
奈
良
朝
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
制
度
が
整
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
朝

廷
の
崇
敬
に
あ
ず
か
る
官
社
帳
も
あ
り
、
そ
の
都
度
こ
れ
ら
の
神
社
に
奉
幣
（
朝
廷
が
幣

帛
を
奉
る
こ
と
、
幣
帛
は
神
に
奉
献
す
る
神
饌
以
外
の
も
の
の
総
称
）
し
て
い
た
。
更
な

る
神
祇
制
度
確
立
の
た
め
、
全
国
の
天
神
地
祇
を
網
羅
し
た
新
た
な
神
祇
官
社
帳
の
備
え

が
必
要
と
な
り
、
社
名
を
国
郡
別
、
社
格
別
（
大
・
小
）、
祭
儀
の
種
類
別
に
列
記
し
て

作
成
さ
れ
た
官
社
帳
が
、『
延
喜
式
』
編
纂
で
神
名
編
と
し
て
集
録
さ
れ
た
。
こ
れ
が
『
延

喜
式
』
神
名
帳
で
あ
る
。

そ
の
神
名
帳
の
神
祇
九
に
は
「
神
名
上
」
と
し
て
、
宮
中
・
京
中
・
五
畿
内
・
東
海
道

の
諸
社
を
、
神
祇
十
に
は
「
神
名
下
」
と
し
て
、
東
山
・
北
陸
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
・

西
海
道
の
諸
社
を
載
せ
、
そ
の
天
神
地
祇
の
総
数
は
三
、一
三
二
座
で
、
う
ち
神
社
数
は
二
、

八
六
一
所
で
あ
る
。
現
在
の
神
戸
市
関
連
の
神
社
は
、
神
名
帳
に
よ
る
摂
津
国
の
菟
原
・

八
部
・
有
馬
の
三
郡
に
属
し
、
菟
原
郡
に
は
河
内
国
魂
神
社
（
灘
区
国
玉
通
三
丁
目
鎮
座
）、

保
久
良
神
社
（
東
灘
区
本
山
北
畑
鎮
座
）
の
二
社
、
八
部
郡
に
は
生
田
神
社
（
中
央
区
下

山
手
通
一
丁
目
鎮
座
）、
長
田
神
社
（
長
田
区
長
田
町
三
丁
目
鎮
座
）、
汶み
ぬ

売め

神
社
（
現
・

敏
馬
神
社
、
灘
区
岩
屋
中
町
四
丁
目
鎮
座
）
の
三
社
、
有
馬
郡
に
は
有あ
り

馬ま

神
社
（
現
・
有

間
神
社
、
北
区
有
野
町
有
野
鎮
座
）、
湯と
う

泉せ
ん

神
社
（
北
区
有
馬
町
鎮
座
）
の
二
社
、
計
七

社
が
載
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
神
社
に
は
官
幣
も
し
く
は
国
幣
が
奉
ら
れ
、「
延
喜
式
の
内

に
登
載
さ
れ
て
い
る
神
社
」
と
い
う
意
味
で
、「
延
喜
式
内
社
」
ま
た
は
単
に
「
式
内
社
」、

「
式
社
」、「
官
社
」
と
い
っ
て
重
要
視
さ
れ
た
。

さ
て
、当
社
の
「
延
喜
式
外
社
」
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、前
記
由
緒
で
も
述
べ
た
が
、「
六

国
史
」
の
『
日
本
三
代
実
録
』
清
和
天
皇
貞
観
元
（
八
五
九
）
年
三
月
の
条
に
、「
廿
二

日
戊
寅
、
摂
津
国
正
六
位
上
雪
気
神
に
従
五
位
下
を
授
け
き
」
と
見
え
、
従
五
位
下
の
神

階
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
時
代
は
下
が
る
が
、
江
戸
時
代
の
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
二

月
に
、八
劔
神
社（
千
葉
県
習
志
野
市
鷺
沼
鎮
座
）の
吉
野
神
主
の
著
し
た『
式
外
神
名
考
』

が
刊
行
さ
れ
た
。
書
名
の
通
り
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
記
載
が
な
く
、「
六
国
史
」
に
記

載
さ
れ
た
神
社
を
網
羅
し
た
書
で
あ
る
。
体
裁
は
神
名
帳
に
准
じ
て
い
る
が
、
各
項
目
に

は
「
式
外
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
摂
津
国
式
外
の
条
で
、
現
在
の
神
戸
市
関
連
の
神

社
は
、
高
林
神
社
（
所
在
不
明
）
と
当
社
で
、「
雪
気
神
社　

貞
観
元
年
五
月
、
授
従
五

位
下
」
と
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
「
延
喜
式
外
社
」
は
従
来
よ
り
古
社
と
し
て
の
由
緒
を
示
す
神
社
と
し
て
、

「
式
内
社
」
と
と
も
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。「
延
喜
式
外
社
」
で
あ
る
三
石
神
社
を
氏
子

崇
敬
者
の
方
々
も
誇
り
に
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
ご
崇
敬
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

特設スタジオでの記念写真
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第
六
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

必
勝
祈
願
参
拝
　
三
位
入
賞

一
日
、
神
戸
市
北
区
に
あ
る
市
民
防
災

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
第
十
二
回
神
戸
市
消

防
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
、
地
元
の
兵
庫
消
防
団
第
六
分
団
が

第
三
位
入
賞
し
た
。

神
戸
市
に
は
各
消
防
署
管
轄
区
域
ご
と

に
消
防
団
が
設
置
さ
れ
お
り
、
兵
庫
区

（
兵
庫
消
防
署
管
内
）
に
は
兵
庫
消
防
団

と
し
て
、
六
つ
の
分
団
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
担
当
地
域
を
持
っ
て
い
る
。
地
元
第
六

分
団
は
お
お
む
ね
吉
田
中
学
校
区
を
担
当

し
て
い
る
。

各
団
員
は
本
業
を
持
ち
、
日
頃
は
そ
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
が
、
い
ざ
火
災
や

災
害
時
等
に
は
真
っ
先
に
現
場
に
駆
け
つ

け
、
消
防
士
の
補
助
や
地
域
住
民
の
救

助
・
安
全
を
守
る
活
動
を
行
う
。
団
員
は

い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
日
頃
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
を
し
て
い
る
。
第
六
分
団
も
毎

月
第
三
日
曜
日
午
前
九
時
か
ら
和
田
岬
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
訓
練
を
行
っ
て
い
る

が
、
火
災
消
火
の
た
め
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
操
法
も
必
須
訓
練
の
一
つ
で
あ
る
。

大
会
に
先
立
つ
十
月
二
十
五
日
、
髙
口

兵
庫
消
防
団
長
、
釜
須
第
六
分
団
長
ほ
か

社
の
子
ど
も
・
教
育
用
の
配
信
企
画
「
銅

像
歴
史
さ
ん
ぽ
」
へ
の
写
真
使
用
御
礼

と
、
二
〇
一
一
年
八
月
か
ら
四
年
間
、
計

二
〇
〇
回
続
い
た
新
聞
掲
載
が
終
り
、
掲

載
紙
の
整
理
も
出
来
た
の
で
、
そ
の
写
真

付
記
事
の
掲
載
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

掲
載
新
聞
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二

月
二
十
一
日
発
刊
の
徳
島
新
聞
、
平
成

二
十
五
年
一
月
十
五
日
発
刊
の
岐
阜
新
聞
、

同
年
四
月
二
十
四
日
発
刊
の
熊
本
日
日
新

聞
で
あ
る
。
三
新
聞
共
に
「
銅
像
歴
史
さ

ん
ぽ
」
欄
に
「
神
功
皇
后
」
と
題
し
た
同

文
記
事
で
、
銅
像
人
物
に
ま
つ
わ
る
神
功

皇
后
の
歴
史
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
末
尾
に
「
神
戸
市
兵
庫
区
の
三
石

神
社
に
武
人
姿
の
神
功
皇
后
像
が
立
ち
ま

す
。」と
記
さ
れ
、ま
た
写
真
説
明
文
は「
弓

や
矢
、
刀
な
ど
を
身
に
つ
け
た
勇
ま
し
い

姿
の
神
功
皇
后
と
後
の
応
神
天
皇
と
な
る

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
武
内
宿
禰
の
像
＝
神
戸

市
兵
庫
区
の
三
石
神
社
＝
」
と
あ
る
。

尚
、
墨
氏
の
「
銅
像
歴
史
さ
ん
ぽ
」
シ

リ
ー
ズ
記
事
は
刊
本
と
し
て
平
成
二
十
八

年
三
月
、
ち
く
ま
新
書
（
ち
く
ま
書
房
）

の
『
銅
像
歴
史
散
歩
』（
本
体
九
六
〇
円

＋
税
）
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
是
非
ご
一

読
下
さ
い
。

が
し
か
し
、『
銅
像
歴
史
散
歩
』
に
当

十
四
名
が
、
神
戸
市
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操

法
大
会
必
勝
祈
願
の
為
当
社
に
参
拝
し
、

代
表
者
と
指
揮
者
清
水
団
員
が
玉
串
拝
礼

し
た
。
大
会
当
日
は
参
拝
ご
利
益
も
あ
っ

て
出
場
二
十
三
分
団
中
見
事
第
三
位
に
入

賞
し
た
。

ま
た
三
月
二
十
日
に
は
、
和
田
岬
小
学

校
校
庭
で
、
第
六
分
団
に
配
置
さ
れ
た
新

型
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
入
魂
修
祓
安
全

祈
願
祭
が
第
六
分
団
員
で
も
あ
る
禰
宜
の

奉
仕
に
よ
り
斎
行
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月

平
成
二
十
七
年
十
二
月

当
社
銅
像
が
三
県
の
新
聞
に
掲
載
報
道
さ
れ
る

十
二
月
下
旬
、
東
京
都
在
住
の
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
墨す

み　

威た
け

宏ひ
ろ

氏
か
ら
封
書

を
頂
戴
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
共
同
通
信

社
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
著

者
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
出
版
社
か
ら
有

名
ど
こ
ろ
を
セ
レ
ク
ト
し
て
ほ
し
い
と
の

指
示
だ
っ
た
の
で
、
泣
く
泣
く
神
功
皇
后

記
事
が
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。い
ず
れ『
古

事
記
』・『
日
本
書
紀
』
関
連
の
銅
像
記
事

を
ま
と
め
て
出
版
し
た
い
。
そ
の
際
は
勿

論
神
功
皇
后
関
係
記
事
掲
載
す
る
と
の
こ

と
。
こ
の
度
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
今
後

を
期
待
し
た
い
。

　区民広報紙「ひょうご」十二月号に掲
載された第六分団

三新聞に掲載された当社の
神功皇后像
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平
成
二
十
八
年
一
月

平
成
二
十
八
年
一
月

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

正
月
三
日
、「
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願

祭
」
が
総
代･

氏
子
崇
敬
者
三
十
一
名
の

参
列
の
も
と
厳
か
に
斎
行
さ
れ
、
今
年
一

年
の
参
列
者
各
位
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇

敬
者
更
に
各
事
業
所
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈

願
し
た
。

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
一
絃
琴
の
献
奏

で
あ
る
。
一
絃
琴
は
古
代
琵
琶
と
共
に
ペ

ル
シ
ャ
か
ら
伝
わ
っ
た
楽
器
で
、
一
枚
の

板
に
一
本
の
弦
を
張
っ
た
簡
素
な
も
の
で

あ
る
が
、
近
年
は
漆
塗
り
に
螺
鈿
を
嵌
め

込
ん
だ
豪
華
模
様
の
物
も
あ
る
。
川
西
市

在
住
で
一
絃
琴
の
師
匠
で
あ
る
坂
上
順
子

先
生
に
よ
る
、
正
月
に
相
応
し
い
鶴
亀
の

ひ
き
語
り
を
献
奏
し
て
い
た
だ
い
た
。

鶴
亀
の
詞
は
、「
栄
え
ゆ
く　

君
が
千

歳
を
寿
ぎ
て　

常
盤
の
松
の
色　

ま
さ
り

け
り　

あ
る
日　

西
八
条
坊
門
南
の　

清

盛
館
の
門
前
に　

仏
と
名
乗
る　

美
し
き

白
拍
子　

訪
ね
来
て　

我　

天
下
に
も
て

あ
そ
ば
る
る
と　

云
え
ど
も　

当
時　

め

で
と
う
栄
え　

さ
せ
給
ふ　

平
家
太
上
入

道
殿
へ　

召
さ
れ
ぬ
事
こ
そ　

本
意
な
け

れ　

遊
び
者
の
な
ら
い　

何
か
苦
し
か
る

べ
き　

推
参
し
て
見
ん　

と
清
盛
殿
へ
の

　

目
通
り
申
し
入
れ
け
る　

入
道　

や
が

て
出
で
あ
ひ　

対
面
し
給
ひ
て　

仏
御
前

　

歌
う
な
り　

君
を
初
め
て
見
る
折
は　

千
代
も
経
ぬ
べ
し
姫
小
松　

御
前
の
池
な

る
亀
岡
に　

鶴
こ
そ
群
れ
て
遊
ぶ
な
り
」

と
、
白
拍
子
の
仏
御
前
が
清
盛
の
館
で
、

清
盛
に
初
お
目
見
え
し
た
時
に
詠
っ
た
も

の
で
、
後
に
曲
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

一
絃
琴
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て
四
十
余

年
。
そ
の
清
雅
な
響
き
に
、
平
家
物
語
を

添
わ
せ
て
み
た
い
思
い
に
か
ら
れ
、
一
絃

琴
に
よ
る
平
家
物
語
引
き
語
り
を
始
め
た

と
す
る
、
坂
上
先
生
の
演
奏
に
参
列
者
も

盛
大
な
拍
手
を
送
っ
た
。

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
り
直
会
に

入
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月

平
成
二
十
八
年
三
月

最
新
型
木
工
加
工
機
械
設
置

修
祓
安
全
祈
願
祭
斎
行

四
日
、
兵
庫
区
材
木
町
一
丁
目
の
㈱
三

栄
で
、
木
工
カ
ッ
ト
加
工
機
械
更
新
設
置

修
祓
安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

㈱
三
栄
は
昭
和
二
十
五
年
に
木
工
所
と

し
て
会
社
設
立
し
、
そ
の
後
不
動
産
部
門

も
設
立
し
た
が
木
材
輸
入
・
原
木
現
地
挽

製
品
製
材
・
低
圧
メ
ラ
ミ
ン
化
粧
板
カ
ッ

ト
加
工
等
の
木
工
部
門
で
は
、
二
十
一
年

前
に
設
置
し
て
い
た
木
工
カ
ッ
ト
加
工
機

械
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
こ
の
度
ド
イ
ツ

国
ホ
ル
ツ
ヘ
ル
社
の
低
圧
メ
ラ
ミ
ン
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
を
カ
ッ
ト
加
工
す
る
最

新
型
精
密
ラ
ン
ニ
ン
グ
ソ
ー
機
械
を
設
置

し
、
更
な
る
木
工
作
業
の
効
率
と
社
運
の

隆
昌
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
服
部
社
長
を
始
め
社
員
ま
た
機

械
輸
入
設
置
業
者
ら
が
参
列
し
、
各
代
表

が
玉
串
奉
奠
し
、
社
長
が
お
神
酒
を
以
っ

て
機
械
の
お
清
め
も
執
り
行
い
、
今
後
の

安
全
と
繁
栄
を
祈
願
し
た
。

安全祈願祭神事

ご神前での一絃琴演奏奉納

導
入
設
置
さ
れ
た
最
新
型

精
密
ラ
ン
ニ
ン
グ
ソ
ー
木
工
加
工
機
械

鳥居前での記念写真
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平
成
二
十
八
年
五
月

平
成
二
十
八
年
五
月

例
大
祭
と
神
幸
式
斎
行

二
十
日
金
曜
日
、
午
後
六
時
か
ら
の
例

祭
に
は
、
区
内
神
職
の
ご
助
勤
奉
仕
に
よ

り
、
総
代
始
め
氏
子
崇
敬
者
二
十
八
名
の

参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
巫
女
に
よ
る
神

前
神
楽
も
奉
納
し
て
厳
粛
に
斎
行
し
た
。

後
、
会
館
二
階
に
て
三
菱
電
機
神
戸
製
作

所
の
柳
瀬
総
務
課
長
の
来
賓
挨
拶
を
賜
り
、

乾
杯
、
直
会
に
入
っ
た
。

二
十
一
日
土
曜
日
午
前
八
時
よ
り
、
各

地
区
お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行
し
、

午
後
一
時
半
よ
り
、
地
区
総
代
・
氏
子
役

員
・
自
治
会
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、
子

の
人
達
も
、
黄
色
い
声
を
張
り
上
げ
る
女

子
中
学
生
の
参
加
し
た
本
神
輿
行
列
に
元

気
と
希
望
を
も
ら
っ
た
と
感
謝
し
て
い
た
。

午
後
六
時
か
ら
、
会
館
二
階
に
て
神
幸

式
奉
仕
の
総
代
始
め
氏
子
三
地
区
の
人
達

又
猿
田
彦
会
員
達
の
出
席
に
よ
る
合
同
直

会
が
開
催
さ
れ
、
無
事
神
幸
式
が
斎
行
で

き
た
喜
び
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

地
元
の
笠
松
商
店
街
振
興
組
合
に
よ
っ

て
五
月
二
十
七
日
発
行
さ
れ
た
、
神
戸
和

田
岬
笠
松
商
店
街
か
わ
ら
版
「
か
さ
ま
つ

商
店
街
マ
ン
ス
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
か
さ
ま

ん
」
に
当
社
の
例
大
祭
神
幸
式
に
関
す
る

記
事
が
例
年
通
り
掲
載
さ
れ
た
。

内
容
は
猿
田
彦
の
踊
り
と
中
学
生
の
担

ぐ
神
輿
等
の
六
枚
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
ほ

か
、〝
三
石
神
社
「
神
幸
式
」
一
年
の
幸

せ
を
祈
願
〟
と
題
し
、
簡
単
な
神
社
の
由

緒
、
御
祭
神
と
猿
田
彦
の
説
明
が
記
さ
れ
、

「
去
る
五
月
二
十
二
日
、
和
田
岬
の
ま
ち

に
初
夏
を
告
げ
る
恒
例
行
事
、
三
石
神
社

の
神
幸
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
狗

の
よ
う
な
顔
を
し
た
神
様
猿
田
彦
を
先
頭

に
、
地
元
の
若
者
や
子
供
た
ち
が
担
ぎ
・

引
っ
張
る
お
神
輿
が
ま
ち
を
闊
歩
し
ま
し

た
。
清
め
歩
か
れ
た
地
域
に
は
、
良
い
一

年
が
訪
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

ち
の
歴
史
と
文
化
を
語
り
継
ぐ
こ
と
こ
そ
、

供
み
こ
し
四
基
が
神
輿
唄
を
声
高
ら
か
に

唄
い
な
が
ら
氏
子
町
内
を
巡
幸
し
た
。

尚
、
例
年
通
り
事
故
の
無
き
よ
う
各
子

供
み
こ
し
に
は
自
社
雇
の
ガ
ー
ド
マ
ン
や
、

兵
庫
警
察
署
派
遣
の
多
数
の
警
察
官
ら
が

警
備
と
交
通
整
理
に
あ
た
っ
た
。

二
十
二
日
の
日
曜
日
、
五
月
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
例
大
祭
最
大
の
神
事
で
あ
る
神
幸

式
が
賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
た
。
午
後
二
時

前
よ
り
中
央
区
海
岸
通
五
丁
目
の
伊
藤
翔

摩
君
（
二
十
一
歳
）
扮
す
る
猿
田
彦
の
勇

壮
な
踊
り
に
続
き
、
直
垂
装
束
姿
の
総
代

や
、
保
護
者
に
付
添
わ
れ
た
九
名
の
可
愛

い
お
稚
児
さ
ん
も
行
列
に
加
わ
り
、
和

田
岬
小
学
生
達
の
直
垂
装
束
の
神
宝
持

役
十
四
名
、
吉
田
中
学
校

生
男
女
五
十
八
名
（
男
子

二
十
八
名
、
女
子
三
十

名
）
に
よ
る
本
神
輿
舁
上

げ
役
、
化
粧
を
し
た
宮
司

太
刀
持
役
で
あ
る
兵
庫
区

笠
松
通
七
丁
目
の
凩
虎
之

介
君
、
そ
し
て
各
地
区
子

供
み
こ
し
四
基
、
総
勢
約

二
〇
〇
人
の
神
幸
式
大
行

列
が
出
発
し
、
約
二
時
間

半
か
け
て
氏
子
内
を
巡
幸

し
た
。
沿
道
見
学
の
氏
子

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
。
笠
松
商
店
街
と
し

て
も
こ
れ
を
心
に
止
め
、
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
本
年
二
月
発
行
の
、
吉
田
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
「
よ
し
だ
」
第
八
十
号

に
、
昨
年
（
平
成
二
十
七
年
）
斎
行
の
例

大
祭
本
神
輿
輿
丁
奉
仕
で
の
真
面
目
な
顔

の
男
子
生
徒
、
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
出
す
笑

顔
の
女
子
学
生
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
た
。

5

スタジアム前での記念写真

吉田中ＰＴＡ広報紙

笠
松
商
店
街
か
わ
ら
版
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平
成
二
十
八
年
六
月

平
成
二
十
八
年
六
月

和
歌
山
県
海
南
市
へ
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

近
頃
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
警
戒
報
道

を
耳
に
す
る
。
そ
こ
で
本
年
は
津
波
防
災

教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
学
習
を
兼
ね
て
の
、

和
歌
山
県
海
南
市
へ
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を

実
施
し
た
。

十
二
日
、
宮
司
・
禰
宜
を
含
め
氏
子
崇

敬
者
二
十
八
名
（
北
部
氏
子
会
十
二
名
・

南
部
氏
子
会
六
名
・
東
部
氏
子
会
五
名
・

猿
田
彦
会
二
名
・
崇
敬
者
一
名
）
の
参
加

の
も
と
、
先
ず
当
社
の
御
祭
神
で
も
あ
る

神
功
皇
后
を
祀
る
淡
島
神
社
を
参
拝
し
た
。

嫌
で
あ
っ
た
。

食
後
は
雨
天
と
な
っ
た
が
、
近
く
の
紀

州
の
伝
統
産
業
で
あ
る
漆
器
を
展
示
即
売

し
て
い
る
紀
州
漆
器
伝
統
産
業
会
館
「
う

る
わ
し
館
」
を
見
学
、
漆
塗
り
し
た
自
転

車
や
単
車
な
ど
に
驚
嘆
し
つ
つ
手
頃
な
漆

製
品
を
購
入
し
て
い
た
。
次
に
有
田
郡
に

あ
る
「
稲
む
ら
の
火
の
館
・
濱
口
記
念
館
」

を
見
学
し
た
。

こ
の
館
は
安
政
南
海
地
震
津
波
（
安
政

元
（
一
八
五
四
）
年
）
の
際
、
庄
屋
・
濱

口
五
兵
衛
は
地
震
の
後
海
水
が
沖
へ
引
い

て
ゆ
く
の
を
見
て
、
津
波
の
来
襲
を
知
り
、

自
分
の
田
の
稲
の
束
（
稲
む
ら
）
に
火
を

つ
け
て
村
人
を
引
き
つ
け
て
、
津
波
か
ら

村
人
を
救
い
、
後
に
私
財
を
投
じ
て
防
潮

堤
を
も
造
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
震
後
の
津

波
へ
の
早
期
非
難
の
重
要
性
の
教
訓
と

な
っ
た
。
そ
の
濱
口
の
偉
業
と
精
神
、
教

訓
を
学
び
受
け
継
い
で
ゆ
く
た
め
に
建
て

ら
れ
た
館
内
で
津
波
災
害
か
ら
命
を
守
る

「
応
急
」、「
復
旧
」、「
予
防
」
の
三
つ
の

知
恵
を
学
び
、
三
Ｄ
津
波
映
像
シ
ア
タ
ー

で
は
地
震
津
波
の
恐
ろ
し
さ
と
そ
の
威
力

を
学
ん
だ
。

帰
路
、
黒
潮
市
場
で
買
物
な
ど
を
し
、

無
事
帰
神
し
た
。

同
社
は
雛
流
し
の
神
事
で
有
名
で
、
拝
殿

に
は
所
狭
ま
し
と
雛
人
形
・
市
松
人
形
が

ぎ
っ
し
り
と
並
ん
で
お
り
、
参
加
者
も
幻

想
的
・
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
次
に
伊
勢
部
柿
本
神
社
に

正
式
参
拝
し
、
宮
司
に
続
き
高
田
総
代
が

氏
子
崇
敬
者
を
代
表
し
て
玉
串
奉
奠
し
た
。

こ
の
伊
勢
部
柿
本
神
社
は
元
伊
勢
神
社

で
あ
る
。
元
伊
勢
と
は
、
伊
勢
神
宮
が
現

在
地
に
鎮
座
す
る
前
に
は
天
皇
の
皇
女
が

大
神
の
御み

杖つ
え

代し
ろ

と
な
っ
て
各
地
を
巡
幸
し

た
際
、
一
時
的
に
祀
っ
た
神
社
の
こ
と
で
、

紀
伊
国
の
奈な

く
さ
の
は
ま
の
み
や

久
佐
濱
宮
も
そ
の
一
つ
で
す

が
、
そ
の
地
は
高
波
や
津
波
の
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
こ
の
日ひ

方か
た

東
山
の
中
腹
、
す
な
わ
ち
現
在
の
地
に

遷
座
し
、
従
四
位
伊
勢
部
柿
本
大
神
と
讃

え
ら
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
天
正
年
間
の
豊
臣
秀
吉
の
紀

州
攻
め
に
よ
り
社
殿
が
焼
失
、
慶
長
九

（
一
六
〇
五
）
年
に
近
隣
の
二
社
も
合
祀

し
て
再
興
し
、
現
在
に
至
る
と
い
う
。

旅
行
の
楽
し
み
に
昼
食
が
あ
る
。
海
南

商
工
会
議
所
一
Ｆ
の
お
食
事
処
「
ぎ
ん
れ

い
」
の
奥
座
敷
で
、
女
性
に
は
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
の
会
席
料
理
を
満
喫
し
つ
つ
、
男

性
は
伊
勢
部
柿
本
神
社
か
ら
の
お
さ
が
り

の
地
酒
が
美
味
い
と
回
し
飲
み
し
て
上
機

禰
宜
が
熊
本
地
震
復
興
支
援
活
動
に
参
加

禰
宜
が
神
道
青
年
全
国
協
議
会
主
催
の

第
三
次
熊
本
地
震
復
興
支
援
活
動（
近
畿
・

中
国
・
四
国
地
区
よ
り
約
五
十
名
参
加
）

に
参
加
し
た
。
県
下
か
ら
の
参
加
者
十
七

名
共
々
に
、
十
二
日
の
夜
、
レ
ン
タ
カ
ー

に
分
乗
し
て
出
発
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災

神
社
の
尊
厳
維
持
・
危
険
除
去
と
安
全
確

保
を
目
的
と
し
、
倒
壊
社
殿
解
体
除
去
作

業
を
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
。
阿
蘇
山
は

い
た
る
と
こ
ろ
で
山
崩
れ
が
見
ら
れ
、
阿

蘇
市
車
帰
地
区
も
激
震
地
で
、
地
震
発
生

か
ら
二
ヵ
月
過
ぎ
た
が
町
内
で
は
倒
壊
家

屋
も
見
ら
れ
、
余
震
も
あ
っ
て
か
全
く
復

興
が
進
ん
で
な
く
、
道
路
も
迂
回
し
な
が

ら
の
熊
本
入
り
で
あ
っ
た
。

十
三
日
午
前
よ
り
、大
型
重
機
・
ト
ラ
ッ

6

伊勢部柿本神社での記念写真

車
帰
菅
原
神
社
で
の
復
興
支
援
活
動
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ク
等
を
境
内
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

立
地
場
所
に
鎮
座
す
る
阿
蘇
神
社
兼
務
社

（
車
帰
菅
原
神
社
）
の
拝
殿
、
神
殿
の
解

体
（
小
型
重
機
・
二
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
使
用
）、

瓦
礫
撤
去
搬
出
、
境
内
片
付
け
清
掃
等
が
、

ほ
と
ん
ど
手
作
業
で
二
日
間
に
亘
り
実
施

さ
れ
た
。

十
四
日
午
後
に
作
業
を
終
了
し
解
散
し

た
後
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
阿
蘇
神
社

を
視
察
参
拝
し
て
帰
神
し
た
。

た
だ
し
、
神
戸
市
内
か
ら
は
二
名
の
参

加
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
他
府
県
か
ら

多
く
の
支
援
を
戴
い
た
地
区
と
し
て
残
念

で
あ
っ
た
。

三
菱
電
機
の
新
工
場
竣
工
式
斎
行

二
十
三
日
、
三
菱
電
機
㈱
神
戸
製
作
所

構
内
で
五
十
八
名
参
列
の
も
と
、
二
一
七

棟
の
新
工
場
竣
工
式
が
斎
行
さ
れ
た
。

二
一
七
棟
は
既
存
建
屋
で
あ
っ
た
が
、

此
度
プ
ラ
ン
ト
向
け
制
御
装
置
の
試
験

エ
リ
ア
拡
大
の
為
、
旧
建
屋
を
解
体
し

て
新
た
に
鉄
骨
造
六
階
建
延
床
面
積
約

二
三
、三
六
八
㎡
の
新
工
場
建
屋
を
建
築

す
る
も
の
で
、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
二

日
に
起
工
地
鎮
祭
を
斎
行
し
、
工
事
も
事

故
無
く
順
調
に
運
び
本
日
の
竣
工
式
を
迎

え
た
。

当
日
は
建
築
主
の
三
菱
電
機
㈱
菊
池
常

務
執
行
役
社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
長
を

は
じ
め
施
工
者
で
あ
る
清
水
建
設
・
東
急

建
設
・
菱
神
テ
ク
ニ
カ
共
同
企
業
体
、
ま

た
㈱
弘
電
社
、
三
菱
電
機
冷
熱
プ
ラ
ン
ト

㈱
の
参
列
を
得
て
、
前
記
各
会
社
代
表
者

が
玉
串
奉
奠
し
て
、
長
期
に
亘
っ
た
工

事
の
無
事
故
・
無
災
害
を
感
謝
し
、
新

二
一
七
棟
の
今
後
の
安
全
と
事
業
の
繁
栄

を
祈
願
し
た
。

平
成
二
十
八
年
七
月

平
成
二
十
八
年
七
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素
盞
嗚
大
神
の
夏
越
祭
を
斎
行
し
た
。

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
日
曜
日
と
あ
っ
て
会
社
関
係
の
不
参

も
あ
っ
た
が
、
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
十
七

名
の
参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
上
野
順

子
琉
球
舞

踊
研
究
所

神
戸
支
部

員
に
よ
る

琉
球
舞
踊

二
曲
（
貫ぬ

ち

花ば
な

、
か
た

み
節
）
が

神
前
奉
納

さ
れ
た
。

貫
花
は

愛
し
い
人

に
花
輪
を

作
っ
て
あ

げ
る
女
心

を
表
し
た
、

明
治
時
代
に
で
き
た
雑ぞ

踊
り
で
、
前
半
は

貫
花
を
手
に
持
ち
優
雅
に
踊
り
、
後
半
は

四
つ
竹
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
軽
快
に

踊
る
愛
ら
し
い
女
踊
り
で
あ
る
。
二
曲
目

の
か
た
み
節
は
祝
い
歌
で
、「
か
た
み
」

と
は
物
事
を
う
ま
く
固
め
る
、
ま
と
め
る

と
い
う
意
味
で
、
貴
方
と
私
の
情
愛
を
か

た
め
ま
し
ょ
う
、
七
福
神
の
神
が
全
部
揃

い
、
い
つ
ま
で
も
遊
び
楽
し
み
、
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
よ
う
に
と
の
歌
で
、
扇
子
を

両
手
に
持
っ
て
踊
り
ま
す
。
こ
の
琉
球
舞

踊
神
前
奉
納
の
後
、
参
列
者
代
表
各
位
が

7

新二一七棟竣工式祝詞奏上

新二一七棟建屋

茅の輪くぐり神事

神前奉納の琉球舞踊
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玉
串
奉
奠
し
た
。

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
、
宮
司
・
禰
宜
に
続
き

参
列
者
一
同
が
「
蘇
民
将
来
、蘇
民
将
来
」

と
唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
三
度
く
ぐ
り

夏
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
後
、
会
館
二

階
に
て
参
列
議
員
の
挨
拶
・
乾
杯
発
声
で

直
会
を
執
り
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
参
列
者
は
神
職
手
作
り
で
無
病
息
災

の
ご
利
益
あ
る
「
蘇
民
将
来
茅
の
輪
守
」

を
授
与
さ
れ
お
開
き
と
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月

平
成
二
十
八
年
九
月

会
社
事
務
所
兼
居
宅
上
棟
祭
斎
行

近
年
、
地
鎮
祭
は
執
り
行
う
が
上
棟
祭

を
し
な
い
施
主
・
建
築
業
者
が
多
く
な
っ

た
が
、
十
六
日
、
当
社
を
崇
敬
す
る
㈱
神

溶
並
び
に
神
戸
溶
接
興
業
㈱
の
両
本
社
事

務
所
兼
居
宅
の
上
棟
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

建
物
は
重
量
鉄
骨
三
階
建
、
延
床
面
積

約
五
四
三
㎡
（
施
行
・
へ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス

㈱
）
で
、
去
る
六
月
四
日
に
地
鎮
祭
斎
行

後
、
工
事
進
捗
も
事
故
無
く
順
調
に
推
移

し
、
本
日
の
上
棟
祭
を
迎
え
た
。

当
日
の
会
場
は
、
既
に
床
・
壁
等
の
基

礎
部
分
の
据
付
が
完
了
し
て
お
り
、
内
部

が
う
す
暗
い
の
で
投
光
器
を
設
け
た
一
階

で
の
斎
行
と
な
っ
た
。
施
主
の
筒
井
両
社

長
始
め
工
事
関
係
者
ま
た
家
族
や
そ
の
友

人
等
約
三
十
名
の
参
列
の
も
と
、
切
麻
に

よ
る
清
め
祓
い
の
後
、
施
主
の
「
千
歳
棟
、

万
歳
棟
、
永
々
棟
」
の
声
も
高
々
に
振
り

幣
の
儀
に
併
せ
、
棟
の
元
末
に
位
置
し
た

工
人
二
人
が
「
お
ー
」
と
応
唱
し
て
三
度

槌
打
ち
を
行
な
い
、
幣
串
も
三
階
に
据
え

ら
れ
上
棟
の
儀
を
目
出
度
く
執
り
終
え
、

各
代
表
者
が
玉
串
奉
奠
し
て
今
後
も
事
故

無
く
工
事
も
進
み
立
派
な
両
本
社
事
務
所

兼
居
宅
が
竣
工
す
る
よ
う
一
同
祈
念
し
た
。

神
酒
拝
戴
の
後
、
施
主
か
ら
工
事
人
達

へ
の
御
礼
挨
拶
が
あ
っ
て
、
参
列
者
全
員

に
紅
白
の
祝
餅
が
配
ら
れ
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｊ
主
翼
機
械
加
工

工
場
竣
工
安
全
祈
願
祭
斎
行

二
十
八
日
、
三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船

所
内
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

ジ
ェ
ッ
ト
）
主
翼
機
械
加
工
工
場
の
竣
工

安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

三
菱
重
工
業
㈱
は
地
方
空
港
と
拠
点
空

港
を
結
ぶ
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
（
座
席
数
百

席
未
満
）
の
本
格
的
開
発
生
産
販
売
を
開

始
し
た
。
戦
後
日
本
の
旅
客
機
開
発
は
Ｙ

Ｓ
―
11
以
来
約
四
十
年
ぶ
り
で
あ
る
。

事
業
主
は
民
間
機
事
業
部
で
、
平
成

二
十
七
年
十
一
月
に
起
工
地
鎮
祭
を
斎

行
し
、
菱

重
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
＆
プ

ロ
パ
テ
ィ
ー

ズ
㈱
の
設

計
・
施
工
に

よ
る
鉄
骨
造

で
、
主
に
Ｍ

Ｒ
Ｊ
の
主
翼

機
械
加
工
等

を
行
な
う
新

工
場
が
建
設

竣
工
し
た
も

の
で
あ
る
。

当
日
は
工
場
内
に
紅
白
幕
で
仕
切
っ
た

祭
場
を
設
け
、
祭
主
の
髙
口
民
間
機
事
業

部
部
品
工
作
部
長
を
始
め
、
新
工
場
関
係

来
賓
・
施
工
会
社
等
約
四
十
名
参
列
の
も

と
、
各
代
表
が
玉
串
奉
奠
し
て
今
後
の
安

全
と
事
業
の
隆
昌
を
祈
念
し
た
。

報
道
に
よ
れ
ば
Ａ
Ｎ
Ａ
を
始
め
国
内
外

か
ら
既
に
四
〇
〇
機
以
上
の
受
注
を
受
け

て
い
る
と
い
う
。
神
戸
空
港
で
の
Ｍ
Ｒ
Ｊ

離
着
陸
を
一
日
も
早
く
見
た
い
も
の
で
あ

る
。尚

、
竣
工
式
に
先
立
つ
一
日
、
当
社
に

御幣を振り祈念する施主

竣工したMRJ 主翼機械加工工場

MRJ（三菱航空機㈱提供）
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於
い
て
新
工
場
に
お
け
る
部
品
工
作
部
現

業
作
業
開
始
に
伴
う
安
全
祈
願
の
た
め
、

遠
藤
地
域
統
括
責
任
者
他
二
十
四
名
が
参

拝
し
た
。

ス
タ
ジ
ア
ム
芝
張
替
竣
工
式
斎
行

三
十
日
、
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ

る
神
戸
ウ
イ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
㈱
の
芝

ピ
ッ
チ
の
芝
生
張
替
え
工
事
竣
工
修
祓
安

全
繁
栄
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

神
戸
ウ
イ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
ス

タ
ジ
ア
ム
構
造
上
、
天
候
に
よ
る
寒
暖
や

日
照
時
間
関
係
か
ら
、
毎
年
九
月
に
夏
芝

生
か
ら
冬
芝
生
へ
の
芝
張
替
え
工
事
を

9

スタジアム内での神事

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
か
ら

平
成
二
十
八
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　境内の奉賛芳名掲示板銅板寄進案内板

趣
意
と
お
願
い

　
現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工
し

て
、
五
十
五
年
と
な
り
ま
す
。

銅
板
の
寿
命
は
約
五
、六
十
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋
根

の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々
様

に
銅
板
寄
進
（
一
枚
二
千
円
）
を
お
願

い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の
ご

加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴
家
の
益
々
の

弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
か
ら

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
十
月
ま
で

  

シ
リ
ー
ズ

社
務
所
・
境
内
紹
介
　

『
赤
い
靴
オ
ブ
ジ
ェ
の
構
想
原
画
』

左
の
絵
は
、
地
元
の
神
戸
市
兵
庫
区
居

住
で
三
菱
重
工
に
勤
務
し
つ
つ
精
力
的
に

美
術
活
動
を
続
け
、
退
職
後
も
「
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
年
間

一
〇
〇
回
近
い
個
展
・
グ
ル
ー
プ
展
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
こ
な
し
、

海
外
で
も
個
展
を
開
く
な
ど
超
人
的
な
造

形
・
具
体
美
術
作
家
で
あ
る
堀
尾
貞
治
氏

の
作
品
で
あ
る
。
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絵
画
の
本
紙
は
、
縦
三
八
×
横
二
七
㎝

の
画
用
紙
二
枚
に
、
鉛
筆
で
斜
め
前
か
ら
、

真
後
ろ
か
ら
の
オ
ブ
ジ
ェ
用
赤
い
靴
が
各

一
枚
に
描
か
れ
、
赤
い
靴
オ
ブ
ジ
ェ
の

寸
法
で
あ
ろ
う
か
三
ｍ
五
〇
、二
ｍ
三
五
、

底
一
ｍ
、
一
番
く
び
れ
三
五
な
ど
の
サ
イ

ズ
を
記
し
、
シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
の
文
字
と

日
付
の
１
７
Ａ
Ｐ
Ｒ
２
０
０
３
や
、
作
品

展
示
さ
れ
る
日
付
と
場
所
で
あ
ろ
う
５
／

３
・
４
・
５
、
兵
庫
運
河
と
書
か
れ
、
更
に

Ｓ
・
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
の
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い

る
。
本
絵
画
は
当
社
会
館
に
常
時
掲
示
さ

シューズプラザ前の
赤い靴オブジェ

御
崎
ふ
れ
あ
い
広
場
の
堀
尾
氏
作
品

れ
て
い
る
。

さ
て
、
神
戸
市
長
田
区
細
田
町
七
丁
目

の
シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
前
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ジ
ェ
ル
ヴ
ァ
ル
作
の
鉄

製
赤
い
ハ
イ
ヒ
ー
ル
作
品
が
屋
外
展
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
作
品
は
元
々
東
京
の
恵

比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
に
展
示
さ
れ
て

い
た
が
、
老
朽
し
撤
収
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
を
知
っ
た
シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
が
譲
り

受
け
補
修
を
成
し
、
震
災
か
ら
の
復
興
と

「
く
つ
の
ま
ち
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
長

田
区
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
に
設
置
展
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
堀
尾
氏
の
赤
い
靴
原
画
は
、

シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
前
の
赤
い
ハ
イ
ヒ
ー
ル

作
品
を
模
し
て
、平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）

年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
兵
庫
運
河
祭
で

の
、
赤
い
靴
オ
ブ
ジ
ェ
を
制
作
す
る
た
め

の
作
品
構
想
原
画
で
あ
る
。
運
河
祭
当
日

は
、
ベ
ニ
ヤ
板
・
段
ボ
ー
ル
・
一
部
布
を

用
い
赤
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
製
作
さ
れ
た
堀

尾
氏
の
赤
い
靴
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
は
、
運
河

に
浮
か
ぶ
艀
に
乗
せ
ら
れ
、
風
の
吹
く
ま

ま
上
下
左
右
に
揺
れ
、
方
向
を
変
え
る
動

き
は
ま
さ
に
具
体
美
術
の
醍
醐
味
で
好
評

で
あ
っ
た
。

尚
、
神
戸
市
兵
庫
区
御
崎
町
二
丁
目
二

の
御
崎
ふ
れ
あ
い
広
場
に
二
〇
〇
二
年
設

置
さ
れ
た
野
外
彫
刻
「
水
形
連
動
」
も
堀

尾
氏
の
作
品
で
あ
る
。

  

シ
リ
ー
ズ

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん
　

『
グ
レ
ー
タ
ー
真
野
の
た
か
ら

―
東
尻
池
周
辺
の
む
か
し
の
話
―
』

本
書
は
友
月
書
房
か
ら
二
〇
一
三
（
平

成
二
十
五
）
年
一
〇
月
に
発
刊
（
定
価

一
五
〇
〇
円
）
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
神

戸
生
ま
れ
で
長
田
区
東
尻
池
町
居
住
の
和

田
幹
司
氏
で
あ
る
。

書
籍
名
の
グ
レ
ー
タ
ー
は
、
広
い
・
広

域
・
偉
大
の
意
が
あ
り
、
上
古
真
野
の
地

域
は
広
か
っ
た
の
で
（
東
は
兵
庫
区
和
田

岬
く
ら
い
か
ら
須
磨
区
手
前
あ
た
り
ま

で
）、グ
レ
ー
タ
ー
を
冠
し
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
本
書
冒
頭
の
「
Ａ
弥
生
・
古
墳

時
代
」
の
〈
三
石
神
社
も
皇
后
関
連
で

す
〉
の
条
に
、「
神
功
皇
后
を
記
念
す
る

も
の
と
し
て
、
グ
レ
ー
タ
ー
真
野
に
は

「
三
石
神
社
」
が
、
和
田
岬
に
あ
り
ま
す
。

一
〇
〇
年
く
ら
い
前
は
、
三
菱
造
船
所
の

敷
地
内
、
つ
ま
り
和
田
岬
の
先
端
あ
た
り

に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
神
功
皇
后
が

朝
鮮
半
島
に
戦
い
に
ゆ
く
と
き
は
、
丁
度
、

赤
ち
ゃ
ん
が
う
ま
れ
る
月
で
し
た
。
臨
月

を
お
く
ら
せ
る
「
月
延
石
」
を
三
つ
お
な

か
に
当
て
さ
ら
し
に
巻
い
て
戦
場
に
臨
ん

だ
と
い
う
話
し
で
す
。
ま
た
、
半
島
か
ら

の
か
え
り
、
和
田
岬
に
上
陸
さ
れ
、
広
田
、

生
田
、
長
田
に
三
つ
の
神
を
置
く
よ
う
に

と
い
わ
れ
た
か
ら
「
三
石
神
社
」
と
よ
ば

れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。」
と
記
さ

れ
、
神
社
に
は
神
功
皇
后
の
像
も
あ
る
と

載
っ
て
い
る
。

あ
と
が
き
に
は
「
グ
レ
ー
タ
ー
真
野
の

と
っ
ぱ
し
に
「
三
石
神
社
」
を
さ
も
〝
わ

が
も
の
〟
と
い
う
感
じ
で
扱
っ
て
い
い
も
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の
か
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ワ

ダ
カ
ン
（
著
者
の
別
称
）
が
こ
の
本
を
書

き
な
が
ら
、
勉
強
で
き
た
の
は
、
林
田
村

と
か
林
田
区
の
存
在
で
し
た
。
そ
う
「
林

田
区
三
石
通
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き

り
し
ま
し
た
。」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、

は
じ
め
の
欄
で
「
ワ
ダ
カ
ン
は
郷
土
史
の

研
究
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
・
先
輩

が
残
し
て
く
れ
た
話
題
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ

た
だ
け
の
こ
と
で
す
。」
と
述
べ
て
い
る

が
、
自
分
の
町
の
歴
史
は
都
市
化
、
居
住

者
の
移
動
流
入
に
よ
り
、
誰
か
が
ま
と
め

な
け
れ
ば
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の

本
は
狭
義
で
言
え
ば
郷
土
史
、
郷
土
歴
史

書
で
あ
り
、
広
義
で
言
え
ば
一
種
の
地
方

史
で
あ
ろ
う
。

ご
関
心
の
あ
る
お
方
は
是
非
ご
一
読
下

さ
い
。

平
成
二
十
九
年
の
神
社
神
事
・
行
事
予
定

一
月　

一　

日　

歳
旦
祭
（
初
詣
）

一
月　

三　

日　

氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

（
き
た
が
わ　

と
も
こ
先
生

オ
カ
リ
ナ
演
奏
奉
納
）

五
月
二
十
六
日　

例
大
祭

　
　

二
十
七
日　

地
区
子
供
み
こ
し
巡
幸

　
　

二
十
八
日　

神
幸
式
（
お
わ
た
り
）

六
月　

十
一
日　

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

七
月　

十
七
日　

夏
越
祭

（
琉
球
舞
踊
奉
納
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

　
　
　

十
八
日　
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

九
月
二
十
三
日　

西
宮
神
社
産
宮
参
り

十
月　

十
五
日　

秋
祭（
天
照
皇
大
神
祭
）

十
一
月
中　
　
　

七
五
三
詣

各
月　
　

一
日　

月
次
祭

三
石
神
社
諸
祈
祷
ご
案
内

【
殿
内
個
人
祈
祷
】

（
殿
内
に
お
け
る
各
種
祈
祷
）

家
内
安
全
、
病
気
平
癒
、
安
産
、
初

宮
詣
、
七
五
三
詣
、
学
業
成
就
、
厄

除
、
交
通
安
全
、
そ
の
他

【
会
社
・
事
業
所
安
全
繁
栄
祈
祷
】

（
会
社
・
事
業
所
団
体
祈
祷
は
事
前

ご
予
約
願
い
ま
す
）

【
出
張
祭
典
】

（
諸
準
備
の
為
、
事
前
ご
予
約
願
い

ま
す
）

起
工
・
地
鎮
祭
、
上
棟
式
、
竣
工
式
、

入
居
清
祓
式
、
神
棚
祭
、
各
種
安
全

祈
願
祭
、
そ
の
他

印　

刷　

所

（有）
前
川
企
画
印
刷

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
三
丁
目
三

−

十

TEL
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

二
四
八
八

FAX
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

七
二
二
〇


